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1. はじめに

(財)エネルギー総合工学研究所の石料右樹と申しま

す。本研究所の詳細は、ホームページを参照いただくと

して[1]、私は水素関連技術の調査 ・研究を担当する水素

グループに所属しています。縁があり、本記事を書かせ

ていただくことになりましたが何しろ水素エネルギー

関連の調査研究を始めて三年足らずの新参者というこ

ともあり、本稿では主として私が関係した研究とこれか

らの取り組み内容を述べさせていただきます。

2. 水素の安全に関する研究

これは、 NEDO技術開発機構からの委託事業「水素基

礎物性の研究Jとして行ったもので、米国のS悶インタ

ーナショナルの実験場にて水素の拡散 ・燃焼の研究を実

施しました。ダク ト状の空間や直方体の空間内部におい

て放出する水素の量や換気量を変化させた場合の水素

濃度の時間変化や水素 ・空気混合気の着火の有無、爆風

圧等の基礎データの整備と評価 ・予測技術の精度向上が

目的です。

同事業の一環としてそれまでのNEDOプロジェクト

の成果を中心に、水素の安全に関連する内容を一つの本

にまとめた「水素の有効利用ガイド、ブックJ作成の事務

局を務めさせていただきました。本ガイドブックの編集

委員会は千葉科学大学の平野学長に委員長をお引き受

けいただき、各分野の第一人者の先生方にご参加いただ

きました。さらに、各分野の最前線で研究開発を行われ

ている方々に原稿報嘩をお願し、委員等のレビューを経

て完成したものです。水素関連の研究者 ・技術開発担当

者や水素ステーションの設計者、政策担当者等、水素に

携わる方々を想定ま~とし、水素の基礎物性、製造から

利用までの機器、材料物性、取り扱い方法、法規制 ・標

準、 トラブル事例等について、安全を切り口にしたユニ

ークなガイドブックですので、ぜひご利用下さい。本研

究所の残数は僅少ですが、 NEDO技術開発機構のホーム

ページにてガイドブックの電子ファイルがダウンロー

ド可能になっています[2]。

3. 水素供給の経済性評価

本内容は、 WE-NETプロジェクトの頃からの本研究所

水素グ、ルーフ。の得意分野で、ありますが、平成lS年度には、

核熱を用いて製造された水素がFαnこ供給されるまで

のコスト分析を実施しました。高温ガス炉の核熱を利用

したISプラント出口における水素コストは、高温ガス炉

プラント研究会に提供し、ただき[3]、その後の水素供給経

路におけるコスト評価を中心に実施しています。図1は、

その結果の一例です。2030年時点で、熱出力ω万kWの

水素製造専用の高温ガス炉フ。ラントからの核熱を用い

る水素製造プラントにて製造された水素のコストは63.8

円INm3で、あると試算されました。条件など試算の詳細は、

文献[3]凶をご参照ください。

輸送
19.7円/Nm3

精製・圧縮・貯蔵・充
てん 3円/Nm3

図1 高温ガス炉水素生産専用フ。ラント (203ぴ手、輸送

距離1∞km)のコスト内訳

(設:設備建設費、変 :変動費、人:人件費)
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4. 再生可能エネルギーの長距離輸送に関する研究

現在、世界で利用されている水素は年間約4c削万トン

程度といわれています[因。その用途は化学工業分野向け

がほとんどで、その熱量を原油に換算しても1億キロリ

ットノ同盟支で、す。将来的にエネルギーとしての水素が求

められる将来はさらに大量の水素を製造、輸送して流通

させる必要があります。

ご案内のように、現在は水素の大部分は化石燃料を改

質して製造されています。将来、化石燃料の利用がコス

ト的に見合わなくなることや、温室効果ガスとしての

C02の排出が制限される可能性を考慮、すると、再生可能

エネルギー起源水素の利用を 1つのオプションとして

積極的に検討する必要があると考えています。

本年度、本研究所はNEDO技術開発機構研究開発推進

部からの委託事業で、 「再生可能エネルギー由来電力の

大陸間輸送の研究Jと題して、再生可能エネルギー由来

の電力の豊富な地域からわが国へ輸送するエネルギー

キャリアのフィージビリティスタディを実施します。本

FSの概念図を図2に示します。本研究では、再生可能エ

ネルギーの「輸送j に着目し、媒体として電力、水素、

他の化学媒体(例:有機ノ¥イドライド)を想定していま

す。本研究の水素に関連する部分は、本協会がパタゴ、ニ

ア地方で進めている風力水素のわが国への導入に向け

た研究[6]と志を同じにするものであり、本協会が実施さ

れる研究と相互補完的な部分もあると考えています。

今後は、上記の再生可能エネルギー起源の水素をわが
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国に導入する研究をはじめとした、水素エネルギーを利

用する社会にいたる道筋を描くため、技術 ・経済 ・社会

等の多様な観点から研究を進めたいと考えています。
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評価範囲

図2 再生可能エネルギー由来電力の大陸間輸送の研究」において評価する技術の範囲
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